
六
O

亜
細
亜
義
会
機
関
誌
『
大
東
」

イ
ス
ラ
l
ム
関
係
情
報

に
所
収
さ
れ
る
二

O
世
紀
初
頭
の
日
本
に
お
け
る

|
|
明
治
末
期
の
日
本
と
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
と
の
関
係
を
考
察
す
る
基
本
史
料
の
紹
介
ー
ー

一
.
亜
細
車
義
会
と
イ
ス
ラ

i
ム

日
本
と
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
と
の
本
格
的
な
交
流
は
明
治
期
に
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
交
流
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
進
展
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
詳
細
は
充

分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
は
い
な
い
。
確
か
に
主
に
日
本
人
イ
ス
ラ
l
ム
教
徒
た
ち

に
よ
っ
て
日
本
と
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
と
の
関
係
の
歴
史
に
つ
い
て
の
著
作
が
今
ま
で
に

(
l
)
 

も
、
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
も
の
の
多
く
は
、
貴
重
な
情
報

を
含
み
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
宗
教
的
色
彩
が
過
度
で
あ
っ
た
り
、
著
者
の
個
人
的
信

念
に
基
づ
く
主
観
的
な
解
釈
だ
っ
た
り
な
ど
と
客
観
的
な
事
実
認
定
に
疑
問
を
残
す
も

の
が
決
し
て
少
な
く
な
い
。
よ
う
や
く
近
年
に
至
っ
て
、
日
本
と
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
と

の
交
流
、
と
り
わ
け
日
本
お
よ
び
日
本
人
が
イ
ス
ラ

1
ム
教
、
イ
ス
ラ
1
ム
世
界
を
ど

の
よ
う
に
発
見
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
充
分
な
史
料
の
発
掘
・
分
析
に
基
づ
い

(
2
)
 

た
客
観
的
な
学
術
研
究
が
現
れ
始
め
て
き
た
。

こ
う
し
た
研
究
状
況
の
変
化
の
先
鞭
を
付
け
た
の
は
一
次
史
料
の
発
掘
で
あ
っ
た
。

そ
の
筆
頭
に
あ
が
る
も
の
と
し
て
、
小
松
香
織
・
小
松
久
男
両
氏
に
よ
る
ア
ブ
デ
ユ
ル

レ
シ
ト
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
の
旅
行
記
『
イ
ス
ラ
1
ム
世
界
一
日
本
に
お
け
る
イ
ス
ラ
l
ム

沢

由
甲，41

 

生

(
3
)
 

の
普
及
』
の
日
本
に
関
す
る
章
の
訳
出
が
あ
げ
ら
れ
る
。
イ
ス
ラ
l
ム
教
徒
タ
タ
1
ル

人
で
あ
る
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
は
、
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
歴
訪
の
旅
の
さ
な
か
一
九
O
九
(
明
治

(
4
)
 

四
二
)
年
に
日
本
を
訪
れ
た
。

イ
ブ
ラ
ヒ
ム
の
来
日
以
前
ま
で
に
、

一
八
八
O
|
一

(
明
治
一
一
一
一
l
一
四
)
年
に
お

け
る
外
務
省
御
用
掛
の
吉
田
正
春
を
団
長
と
す
る
カ

1
ジ
ャ

l
ル
朝
・
オ
ス
マ
ン
朝
へ

(
5
)
 

の
使
節
団
派
遣
に
始
ま
っ
て
、
一
八
九
O
(明
治
二
三
)
年
の
エ
ル
ト
ゥ

1
ル
ル
号
事

(
6
)
 

件
な
ど
を
通
し
て
、
す
で
に
日
本
は
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
と
の
接
点
を
模
索
し
始
め
て
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
の
来
日
は
、
従
来
ま
で
と
は
異
な
る
影
響
を
日
本
に

与
え
た
。
そ
れ
は
日
本
の
大
ア
ジ
ア
主
義
者
と
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
と
を
結
び
つ
け
た
こ

と
に
あ
る
。
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
は
五
ヶ
月
の
滞
在
期
間
中
に
伊
藤
博
文
、
大
隈
重
信
を
は
じ

め
と
し
て
多
数
の
当
時
の
指
導
者
た
ち
と
会
見
し
、
知
過
を
得
た
。
そ
し
て
彼
の
ヨ

l

ロ
ッ
パ
批
判
の
弁
舌
は
、
そ
う
し
た
指
導
者
た
ち
の
中
に
お
け
る
大
ア
ジ
ア
主
義
を
標

携
す
る
国
粋
主
義
者
た
ち
を
い
た
く
刺
激
し
た
。
そ
の
結
果
、
イ
ス
ラ

1
ム
教
徒
を
弾

圧
す
る
帝
政
ロ
シ
ア
を
打
倒
す
る
た
め
に
日
本
の
援
助
を
欲
す
る
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
と
、
日

本
を
東
亜
の
盟
主
と
し
て
ア
ジ
ア
の
団
結
を
目
指
す
大
ア
ジ
ア
主
義
者
た
ち
は
、
実
際

に
は
双
方
の
目
的
意
識
は
違
う
も
の
の
、
表
面
的
な
利
害
の
一
致
を
み
て
手
を
結
ぶ
。



そ
の
た
め
の
機
関
と
し
て
、
東
亜
同
文
会
の
大
原
武
慶
が
中
心
と
な
っ
て
「
亜
細
亜
義

会
」
が
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
の
滞
在
中
の
一
九
O
九
(
明
治
四
二
)
年
六
月
一
八
日
に
設
け
ら

れ
た
。
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
の
旅
行
記
に
は
、
亜
細
亜
義
会
の
形
成
過
程
が
生
き
生
き
と
描
き

(
7
)
 

出
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
大
ア
ジ
ア
主
義
あ
る
い
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
標
務
す
る
団
体
の
中
で
亜
細

亜
義
会
は
設
立
過
程
に
お
い
て
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
と
の
接
点
を
求
め
て
い
く
と
い
う
特

筆
す
べ
き
性
質
を
有
す
る
。

い
わ
ば
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
連
綿
と
し
て
続
く
、
日
本

の
「
回
教
」
政
策
の
起
点
と
も
一
苔
う
べ
き
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
ま
で

こ
の
団
体
に
つ
い
て
詳
細
な
研
究
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し

(
8
)
 

て
史
料
の
不
備
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
紹
介
す
る
よ
う
に
埋
も
れ
て
い
た
同

会
の
機
関
誌
で
あ
る
『
大
東
』
は
、
亜
細
亜
義
会
に
つ
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
二

O
世

紀
初
頭
に
お
け
る
日
本
の
イ
ス
ラ
l
ム
関
係
に
つ
い
て
第
一
級
の
史
料
で
あ
る
。
そ
こ

で
本
稿
は
発
見
さ
れ
た
『
大
東
』

の
紹
介
と
分
析
と
を
通
し
て
亜
細
亜
義
会
が
、
す
な

わ
ち
日
本
の
大
ア
ジ
ア
主
義
者
た
ち
が
イ
ス
ラ
1
ム
世
界
と
の
聞
に
い
か
な
る
交
流
の

実
現
を
目
指
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

『
大
東
』
の
書
誌
情
報

(
一
)
所
在

亜
細
亜
義
会
の
機
関
誌
で
あ
る
『
大
東
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
称
は
知
ら
れ
て
い

(
9
)
 

た
が
、
長
い
あ
い
だ
現
物
確
認
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
い
た
。
実
際
、
国

立
国
会
図
書
館
を
は
じ
め
と
し
て
大
学
図
書
館
・
研
究
所
な
ど
圏
内
の
公
的
機
関
に
お

い
て
所
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
所
在
が
見
ら
れ
な
い
理
由

は
、
『
大
東
』
が
一
一
般
に
購
読
可
能
な
雑
誌
で
は
な
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
会
員
に
限

定
配
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
国
立
情
報
学
研
究
所

(
N
I
I
)
の
統
括

す
る
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
W
W
W
検
索
サ
ー
ビ
ス

N
A
C
S
I
s
-
w
e
b
c
a

t
(以
後
、

N
A
C
S
I
S
と
略
記
)
に
お
い
て
も
登
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
う
し
た
状
況
は
、
残
念
な
が
ら
二

O
世
紀
末
か
ら
一
二
世
紀
初
頭
に
お
い

て
公
的
機
関
所
蔵
図
書
情
報
の
機
械
化
過
程
の
未
整
備
に
よ
っ
て
陥
っ
て
し
ま
っ
た
見

か
け
上
の
状
況
に
す
ぎ
な
い
。
将
来
的
に
は
い
ず
れ
解
消
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
現
状

に
お
い
て

N
A
C
S
I
S
で
検
索
可
能
な
図
書
・
雑
誌
は

N
A
C
S
I
S
に
登
録
さ
れ

た
図
書
・
雑
誌
に
限
定
さ
れ
る
。
実
際
に
研
究
機
関
に
所
蔵
さ
れ
る
図
書
・
雑
誌
の
実

態
が

N
A
C
S
I
S
の
登
録
に
正
確
に
反
映
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
こ

う
し
た
弊
害
は
所
蔵
図
書
・
雑
誌
の
点
数
が
多
く
、
貴
重
な
図
書
・
雑
誌
の
所
蔵
が
多

い
図
書
館
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。

「
大
東
』
も
こ
う
し
た
不
幸
な
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
雑
誌
で
あ
る
。
前
述
の
よ

う
に
公
的
機
関
に
は
見
か
け
上
、
所
在
が
全
く
確
認
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
は

早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
に
、
完
揃
い
で
は
な
い
が
、
第
四
年
二
号
(
一
九
一
一

明

治
四
四
)
年
二
月
)
か
ら
第
五
年
四
号
(
一
九
二
一
(
明
治
四
五
)
年
四
月
)
ま
で
の

一
五
号
分
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
存
在
を
知
り
得
た
の
は
、
筆
者
が
別
件
で
同
図

(
刊
)

書
館
を
利
用
し
た
際
に
所
蔵
カ
l
ド
を
く
く
る
中
で
偶
然
に
発
見
し
た
こ
と
に
よ
る
。

イ
ブ
ラ
ヒ
ム
が
滞
在
中
に
知
遇
を
得
た
指
導
者
の
一
人
で
あ
る
大
隈
重
信
が
設
立
し

た
早
稲
田
大
学
に
『
大
東
』
が
所
蔵
さ
れ
る
の
は
興
味
深
い
。
所
蔵
に
至
る
ま
で
の
経

緯
を
調
査
し
て
い
な
い
が
可
能
性
と
し
て
は
次
の
こ
と
が
想
定
さ
れ
う
る
。
戦
前
の
我

が
固
に
お
け
る
イ
ス
ラ
l
ム
研
究
組
織
で
あ
っ
た
「
大
日
本
回
教
協
会
」
を
受
け
継
ぐ

形
で
戦
後
に
復
活
し
た
「
日
本
イ
ス
ラ
ム
協
会
」
が
一
時
的
に
早
稲
田
大
学
に
事
務
局

を
構
え
た
関
係
で
、
大
日
本
回
教
協
会
が
所
蔵
し
て
い
た
貴
重
な
図
書
・
雑
誌
の
一
部

亜
細
亜
義
会
機
関
誌
『
大
東
」
に
所
何
伏
さ
れ
る
こ
O
世
紀
初
頭
の
日
本
に
お
け
る
イ
ス
ラ
I
ム
関
係
情
報

同.L.
ノ、



亜
細
亜
義
会
機
関
誌
『
大
東
』
に
所
収
さ
れ
る
二
O
世
紀
初
頭
の
日
本
に
お
け
る
イ
ス
ラ
1
ム
関
係
情
報

が
同
協
会
の
早
稲
田
大
学
か
ら
移
転
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
早
稲
田
大
学
中
央
図
書

(
日
)

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
も
し
か
し
た
ら
『
大
東
』
も
そ
の
一
部
か
も
し
れ
な
い
。

(
二
)
創
刊
の
経
緯

『
大
東
』
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
多
く
が
不
明
で
あ
る
。
巻
次
に
関
し
て
早
稲
田

大
学
中
央
図
書
館
は
、
所
蔵
分
が
月
刊
誌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
逆
算
し
て
創
刊
を
一
九

O
八
(
明
治
四
一
)
年
、
廃
刊
年
月
日
を
不
明
と
推
定
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

前
述
の
よ
う
に
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
の
記
述
を
全
面
的
に
信
頼
す
る
な
ら
ば
亜
細
亜
義
会
の
結

成
は
一
九
O
九
(
明
治
四
二
)
年
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
の
類
推
が
正
し

い
と
す
る
な
ら
ば
、
大
原
た
ち
は
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
と
知
遇
を
得
る
前
年
に
既
に
同
会
を
結

成
し
て
い
た
の
こ
と
に
な
る
。
同
会
が
イ
ス
ラ
1
ム
世
界
と
の
交
流
だ
け
を
目
的
と
し

た
組
織
で
な
い
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
可
能
性
と
し
て
大
原
が
既
存
の
会
に
イ
ブ

ラ
ヒ
ム
を
介
し
て
イ
ス
ラ

I
ム
世
界
と
の
接
点
を
求
め
、
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
に
は
イ
ス
ラ
1

ム
世
界
と
の
交
流
だ
け
を
目
的
と
し
て
創
設
し
た
と
説
明
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議

で
は
な
い
。
た
だ
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
も
う
一
つ
、
何
ら
か
の
理
由
で
既
刊
の
雑

誌
が
会
の
機
関
誌
に
衣
替
え
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

『
大
東
』

の
創
刊
の
経
緯
に
つ
い
て
も
疑
問
が
残
る
。
確
か
に
巻
表
示
か
ら
逆
算
す

れ
ば
、
創
刊
は
一
九
O
八
年
ま
で
遡
る
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
。
し
か
し
、
早
稲
田
大

学
中
央
図
書
館
に
所
蔵
分
で
最
も
巻
次
の
早
い
、
第
四
年
二
号
を
分
析
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
号
に
所
収
さ
れ
る
「
亜
細
亜
義
会
会
報
」
に
こ
の
時
点
に
お
い
て
亜
細
亜
義
会
が

創
設
さ
れ
た
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
九
一

O
(明
治
四
一
二
)
年
一
二

月
六
日
に
、
事
務
所
を
(
東
京
)
市
内
赤
坂
区
表
町
二
丁
目
十
番
地
に
開
設
し
、
同
月

九
・
十
日
に
発
起
人
大
会
の
準
備
会
を
開
い
て
、
そ
の
際
に
常
任
幹
事
の
中
野
常
太
郎

ム

ノ、

の
厚
意
に
よ
り
無
条
件
提
供
さ
れ
て
雑
誌
大
東
を
会
の
機
関
誌
と
し
て
定
め
た
と
記
載

(ロ)

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
続
い
て
同
月
一
四
日
に
発
起
人
会
を
聞
き
、
「
主
(
マ
マ
)
意
書
」
・

「
事
業
順
序
」
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
同
月
三
十
一
日
に
主
意
書
を
天
下
に

(
日
)

発
表
し
た
と
と
あ
る
。
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
亜
細
亜
義
会
の
創
設
は
一
九
一

O
年
と
な

「
会
則
」

る
が
、
こ
こ
で
い
う
創
設
は
、
新
規
創
設
で
は
な
く
て
従
来
ま
で
特
定
会
員
に
限
定
さ

れ
て
い
た
私
的
組
織
が
、
公
に
会
員
を
募
集
す
る
公
的
組
織
に
衣
替
え
し
た
こ
と
を
意

味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
会
の
真
の
創
設
は
従
来
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
一
九
O

九
年
、
あ
る
い
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
一
九
O
八
年
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
興

味
深
い
の
は
、
こ
の
時
点
で
会
の
機
関
誌
が
、
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
と
も
知
遇
を
有
し
、
大
原

と
同
じ
く
亜
細
亜
義
会
の
創
設
に
深
く
関
わ
っ
た
『
大
東
京
」
新
聞
記
者
の
中
野
常
太

郎
が
個
人
的
に
刊
行
し
て
い
た
雑
誌
『
大
東
』
が
、
無
条
件
提
供
に
よ
っ
て
会
の
機
関

誌
と
な
っ
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
ま
た
『
大
東
』
各
号
の
奥
付
に
お
い
て
も
、
発
行

兼
編
輯
人
と
し
て
中
野
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
前
節
で
も
指
摘

し
た
よ
う
に
「
大
東
』
と
い
う
名
称
を
有
す
る
雑
誌
(
し
か
も
公
刊
誌
で
は
な
く
、
内
々

の
個
人
誌
の
可
能
性
が
強
い
)
が
、
亜
細
亜
義
会
の
衣
替
え
に
と
も
な
い
、
会
の
機
関

誌
へ
と
衣
替
え
し
た
可
能
性
が
出
て
く
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
早
稲
田
大
学
中
央

図
書
館
が
類
推
す
る
よ
う
に
『
大
東
」
の
創
刊
が
一
九
O
八
年
で
あ
っ
て
も
不
都
合
は

な
い
。
こ
の
間
の
事
情
は
中
野
に
か
ん
す
る
研
究
が
進
展
す
れ
ば
解
明
さ
れ
る
や
も
し

れ
な
い
。『

大
東
』
に
含
ま
れ
る
諸
情
報

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
大
東
」
は
完

揃
い
で
は
な
く
、
同
誌
に
関
す
る
網
羅
的
情
報
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
し



た
制
限
が
あ
る
も
の
の
、
次
の
よ
う
に
亜
細
亜
義
会
本
体
の
み
な
ら
ず
、
二

O
世
紀
初

頭
、
明
治
末
期
の
日
本
の
イ
ス
ラ

1
ム
関
係
情
報
が
色
々
と
得
ら
れ
る
。

(
一
)
表
題

表
紙
中
央
部
に
縦
書
き
墨
書
で
も
っ
て
「
大
東
」
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
特

筆
す
べ
き
は
、
目
次
欄
の
注
意
書
き
に
「
本
誌
(
大
東
)

の
表
紙
に
大
東
を
包
め
る
青

色
の
文
字
は
中
央
部
上
よ
り
印
度
、

ア
ラ
ビ
ャ
、

ア
ル
メ
ニ
ヤ
、
西
蔵
両
側
上
よ
り
蒙

古
、
運
羅
の
順
序
に
依
り
其
地
方
文
字
に
て
大
東
と
記
せ
る
な
り
」
、
ま
た
第
四
年
六

民
す
か
ら
は
わ
ず
か
な
が
ら
改
変
が
な
さ
れ
、
「
:
:
:
波
斯
、
印
度
、

ア
ラ
ピ
ャ
、

ア
ル

メ
ニ
ア
、
党
語
、
西
蔵
両
側
上
よ
り
蒙
古
、
選
羅
の
順
序
に
依
り
其
地
方
文
字
に
て
大

東
と
記
せ
る
な
り
」
と
特
記
さ
れ
る
よ
う
に
手
書
き
で
各
言
語
の
文
{
圭
衣
記
が
書
き
加

え
ら
れ
て
お
り
、
大
ア
ジ
ア
主
義
を
充
分
に
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
(
図
一

お
よ
び
図
二
参
照
)
。
文
字
の
選
択
基
礎
は
不
明
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
外
国
人
評

議
員
、
外
国
人
会
員
の
出
身
国
の
言
語
に
限
定
さ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
次
節
で
扱
う

「
亜
細
亜
義
会
事
業
順
序
」
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
。

会
乙
亜
細
亜
義
会
に
関
す
る
情
報

毎
号
冒
頭
部
に
は
「
亜
細
亜
義
会
主
意
書
」
が
日
本
語
、
中
国
語
、

フ
ラ
ン
ス
韮
聞
の

三
言
語
で
記
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、

フ
ラ
ン
ス
語
を
用
い
る
の
は
、
ト
ル
コ
、
ア
ラ
ビ

ア
方
面
の
活
字
が
な
い
け
れ
ど
も
、
同
地
方
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
よ
く
通
用
す
る
の
で

フ
ラ
ン
ス
語
で
表
記
す
る
と
の
注
意
書
き
が
日
次
欄
に
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。
第
四

年
六
号
か
ら
は
、
手
書
き
で
ト
ル
コ
語
(
オ
ス
マ
ン
一
語
)
と
タ
タ
l
ル
語
(
チ
ャ
ガ
タ

イ
語
)
も
加
え
ら
れ
、
五
言
語
で
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
(
図
四
を
参
照
)
。
恐
ら

く
は
外
国
人
読
者
や
海
外
へ
の
配
布
を
も
視
野
に
入
れ
た
で
あ
ろ
う
よ
う
な
多
言
語
対

応
へ
の
積
極
性
は
、
後
に
昭
和
期
に
創
刊
さ
れ
た
イ
ス
ラ
l
ム
関
係
雑
誌
に
も
見
ら
れ

ご、.。

宇
山
E
i
vま

た
巻
末
部
に
お
い
て
も
様
々
な
亜
細
亜
義
会
に
関
す
る
情
報
が
付
せ
ら
れ
る
。
全

て
の
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
創
刊
号
と
目
さ
れ
る
第
四
年
二
号
に

は
、
前
章
で
述
べ
た
全
四
条
か
ら
な
る
「
亜
細
亜
義
会
事
業
順
序
」
、
全
一
五
条
か
ら

な
る
「
会
則
」
も
掲
げ
ら
れ
る
。
事
業
順
序
に
よ
れ
ば
、
宗
教
・
教
育
・
経
済
・
地
理
・

植
民
・
国
交
・
政
治
・
軍
事
を
研
究
す
る
こ
と
に
努
め
、
そ
の
成
果
を
機
関
誌
に
掲
載

す
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
中
園
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
、
イ
ラ
ン
、

ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ト
ル
コ
な
ど
に
支
部
を
設
け
る
こ
と
、
会
員
を
実
地
視
察
に
派
遣
す
る

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
方
針
に
基
づ
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
第
四
年
八
号
巻
末
の
予
告
に
よ
れ
ば
会
員

を
対
象
に
蒙
古
語
、
馬
来
語
、
印
度
語
、
亜
投
比
亜
語
、
土
耳
其
語
の
五
ヶ
国
語
の
通

信
教
育
、
馬
来
語
、
印
度
語
、
亜
投
比
亜
語
、
土
耳
其
語
の
四
ヶ
国
語
の
夜
学
教
育
の

実
施
を
計
画
し
、
受
講
生
を
募
っ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
実
際
の
実
施
に
つ
い
て
は
確

認
で
き
な
い
。
(
第
四
年
一

O
号
に
は
、
馬
来
語
、
土
耳
其
語
の
夜
学
講
習
希
望
者
募

集
の
告
知
し
か
見
受
け
ら
れ
ず
、
他
は
計
画
だ
け
で
実
施
が
頓
挫
し
た
可
能
性
が
高

い
)
。
ま
た
同
号
に
は
、
通
信
員
を
海
外
に
配
置
し
て
情
報
を
募
っ
て
い
る
の
で
、
会

員
に
通
信
の
加
入
者
を
募
っ
て
い
る
。
配
置
場
所
は
、
オ
ス
マ
ン
朝
の
イ
ス
タ
ン
プ
ル
、

ス
ミ
ル
ナ
(
イ
ズ
ミ
ル
)
、
ベ
イ
ル
ー
ト
、

メ
デ
イ
ナ
、

メ
ッ
カ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
ソ

フ
ィ
ア
、
ヵ

1
ジ
ャ

1
ル
朝
の
テ
ヘ
ラ
ン
、
イ
ン
ド
の
ボ
ン
ベ
イ
、

マ
hp
ラ
ス
、

フ
イ

リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
、
中
国
の
麿
東
贋
西
、
香
港
、
上
海
、
湖
北
、
河
南
、
直
隷
、
満
州

附
間
島
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
、
チ
夕
、
パ
ク

l
、
ヵ
、
ザ
ン
、
ク
リ
ミ
ア
、

亜
細
亜
義
会
機
関
誌
『
大
東
」
に
所
収
さ
れ
る
二
O
世
紀
初
頭
の
日
本
に
お
け
る
イ
ス
ラ
1
ム
関
係
情
報

ム

ノ、



モ
ス
ク
ワ
、
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
で
あ
る

(
ま
た
、
今
後
に
、
ブ
タ
ペ
ス
ト
、
パ
ク
ダ
l

亜
細
亜
義
会
機
関
誌
『
大
東
』
に
所
収
さ
れ
る
二
O
世
紀
初
頭
の
日
本
に
お
け
る
イ
ス
ラ
l
ム
関
係
情
報

名
、
ト
ル
コ
人
(
オ
ス
マ
ン
人
)
六
名
、
タ
タ

1
ル
人
一
名
、
イ
ン
ド
人
二
名
、
中
国

ト
、
カ
イ
ロ
、
ヵ

I
ブ
ル
、
デ
ル
ヒ
l
、
カ
ル
カ
ツ
夕
、
ラ
ン
グ
1
ン、

コ
ロ
ン
ボ
、

ネ
パ

1
ル
、
バ
ン
コ
ク
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
東
京
、
パ
タ
ビ
ャ
、
デ
リ
l
、
パ
ン
ジ
ヤ
ル

マ
、
ン
ン
、

マ
カ
ツ
サ
1
ル
、
雲
南
、
四
川
、
山
西
、
陳
西
、
甘
粛
、
新
彊
、
西
蔵
、
蒙

古
、
ハ
パ
ロ
ス
フ
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
、
イ
ル
ク
ス
ク
、
ポ
ツ
カ
ラ
、
チ
フ
リ
ス
(
ト
ピ

リ
シ
)
に
も
配
置
予
定
と
予
告
さ
れ
て
い
る
)
。
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
の
場
合
、
恐
ら
く

は
日
本
人
の
通
信
員
を
駐
在
さ
せ
た
の
で
は
な
く
、
現
地
人
の
会
員
あ
る
い
は
現
地
の

人
間
と
契
約
を
結
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

会
則
に
よ
っ
て
組
織
と
し
て
、
総
裁
を
頂
点
に
し
て
、
三
年
任
期
の
役
員
と
し
て
、

一
名
の
会
頭
、
若
干
名
の
評
議
員
と
幹
事
が
お
か
れ
て
い
る
が
分
か
る
。
会
員
の
資
格

は
、
名
誉
会
員
(
名
族
・
名
士
)
、
特
別
会
員
(
会
費
二

O
年
分
を
前
納
す
る
者
)
、
正

会
員
(
年
会
費
五
円
前
納
す
る
者
)

の
三
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。
前
述
の
よ
う
に
、

亜
細
亜
義
会
に
つ
い
て
は
情
報
が
少
な
い
と
さ
れ
研
究
が
遅
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
打

聞
の
一
助
と
し
て
別
掲
の
よ
う
に
「
亜
細
亜
義
会
主
意
書
」
、
「
亜
細
盛
義
会
事
業
順

序
」
、
「
会
則
」
を
付
す
(
図
三
を
参
照
)
。

同
時
に
毎
号
、
巻
末
に
「
日
誌
」
と
「
会
報
」
が
付
せ
ら
れ
、
会
の
動
向
、
評
議
会

の
運
営
、
評
議
員
・
幹
事
な
ど
の
役
員
さ
ら
に
会
員
の
顔
ぶ
れ
を
う
か
が
う
こ
と
が
出

来
る
。
総
裁
・
会
頭
に
つ
い
て
は
氏
名
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

①
評
議
員

第
一
回
規
定
評
議
員
報
告
に
よ
れ
ば
、
評
議
員
は
三
一
名
で
あ
り
、
う
ち
一
三
名
が

日
本
人
、

一
人
名
が
外
国
人
で
あ
る
。
選
択
の
理
由
は
一
不
さ
れ
て
い
な
い
が
、
爵
位
を

有
す
る
者
は
自
動
的
に
選
ば
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
外
国
人
の
内
訳
は
、

ア
ラ
ブ
人
六

六
四

人
(
清
国
人
)

一
名
、
朝
鮮
人
一
名
、
某
国
人
(
理
由
は
不
明
だ
が
秘
密
に
さ
れ
て
い

(
凶
)

一
名
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
1
ム
教
徒
が
際
立
っ
て
多
い
の
が
特

る
の
で
あ
ろ
う
)一

ヶ
月
後
の
第
二
回
評
議
員
報
告
に
よ
れ
ば
、
評
議
員
は
四
一
名
に
増
員

(
日
)

さ
れ
て
い
る
。
増
員
の
十
名
は
全
て
日
本
人
で
あ
る
。
増
員
の
理
由
は
亜
細
亜
義
会
の

徴
で
あ
る
。

公
的
組
織
へ
の
衣
替
え
に
よ
っ
て
新
規
会
員
が
増
員
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
以
後
、
若

干
の
異
動
が
あ
る
も
の
約
四
O
名
か
ら
な
る
評
議
員
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
外
国
人

評
議
員
の
中
に
は
、
イ
ン
ド
人
の
モ
ハ
メ
ッ
ド
・
パ
ラ
カ
ト
ッ
ラ
1

(
東
京
外
国
語
大

学
ヒ
ン
デ
ィ

l
語
教
師
)

の
よ
う
に
当
時
日
本
で
活
動
し
て
い
た
イ
ス
ラ
l
ム
教
徒
も

含
ま
れ
て
い
る
が
、
全
員
日
本
に
在
住
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
当
人
が
ど
れ

く
ら
い
積
極
的
に
亜
細
亜
義
会
に
参
画
し
て
い
た
か
、
評
議
員
と
し
て
の
自
覚
が
あ
っ

た
の
か
疑
問
が
残
る
。

〈
第
二
回
評
議
員
〉

日
本
人

板
倉
勝
貞
子
爵
、
石
黒
忠
恵
男
爵
(
第
二
回
か
ら
)
、
長
谷
場
純
孝
、

長
谷
川
芳
之
助
(
第
二
回
か
ら
)
、
細
川
利
文
子
爵
、
小
川
平
吉
、

金
子
菊
平
、
高
木
益
太
郎
(
第
二
聞
か
ら
)
、
田
中
弘
之
(
第
二
回

か
ら
)
、
内
藤
魯
一
、
中
井
喜
太
郎
(
第
二
回
か
ら
)
、
中
野
二
郎
、

卜
部
喜
太
郎
、
梅
小
路
定
行
子
爵
、
野
田
卯
太
郎
、
的
野
半
介
(
第

二
回
か
ら
)
、
福
本
誠
(
第
二
回
か
ら
)
、
小
寺
謙
吉
(
第
二
回
か

ら
)
、
秋
元
輿
朝
子
爵
、
佐
竹
義
理
子
爵
、
佐
々
木
安
五
郎
(
第

固
か
ら
)
、
三
宅
雄
郎
(
第
二
回
か
ら
)
、
鈴
木
力

ア
ラ
ブ
人

ハ
ナ
フ
ィ

l
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
、
今
ト
、

ア
l
シ
ン
、
シ
ェ
リ
フ



殿
下
、
シ
ェ
イ
プ
・
ム
ラ
ト
・
ア
ヴ
ジ
ュ
リ
ン
、
セ
イ
ド
・
ア
ブ
ド

ル
・
ザ
パ
ヒ

ト
ル
コ
人

チ
ユ
ク
リ
・
オ
ス
マ
ン
、
タ

1
ヒ
ル
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
、

ア
ブ
デ
ユ

ル
レ
シ
ト
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
、

ア
ガ

l
イ
フ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
、
シ
エ

イ
フ
ル
イ
ス
ラ
ム
、
シ
ェ
イ
プ
・
イ
ス
マ
イ
ル
・
エ
フ
エ
ン
デ
イ

タ
タ

l
ル
人

サ
ピ
ル
ザ
ン
・
ア
フ
リ
ヤ
ト
・
ツ
ノ

l
ピ
チ
・
サ
ハ
ロ
フ

イ
ン
ド
人

モ
ハ
メ
ッ
ド
・
パ
ラ
カ
ト
ッ
ラ
l
、
薩
加
夫

中
国
人

王
阿
壕

朝
鮮
人

宋
乗
陵
子
爵

某
国
人

某
殿
下
(
匠
名
)

②
幹
事

『
大
東
』
誌
上
に
お
い
て
幹
事
の
存
在
は
部
分
的
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
と
ま
っ

(
凶
)

た
形
で
提
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
四
年
七
号
の
会
報
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
幹
事
は
七
名
。
い
ず
れ
も
日
本
人
で
、
犬
養
毅
、
大
原
武
慶
、
中
野
常
太
郎
、

青
柳
勝
敏
、
頭
山
満
、
河
野
贋
中
、
山
田
喜
之
助
で
あ
る
(
一
九
一
一
年
一

O
月
に
評

議
員
の
中
井
喜
太
郎
、
中
野
二
郎
の
二
名
も
加
わ
り
九
名
体
制
に
な
る
)
。
イ
ス
ラ

l

ム
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
人
は
全
く
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
七
名
は
第
四
年
二
号
の

会
報
に
お
い
て
、
会
創
設
の
発
起
人
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
七
名
の
顔
ぶ
れ
と
全
く

(
げ
)

同
じ
で
あ
る
。
亜
細
亜
義
会
の
創
設
者
た
ち
に
つ
い
て
は
正
確
に
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

(
刊
日
)

議
論
が
残
っ
て
い
る
。
従
来
ま
で
指
摘
さ
れ
る
中
山
逸
三
の
名
前
が
見
ら
れ
な
い
が
、

「
大
東
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
う
し
た
幹
事
は
実
質
的
に
会
の
創
設
者
た
ち
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

①
会
員

第
一
回
会
員
報
告
に
よ
れ
ば
、
会
員
総
数
一
一
一
一
名
、
う
ち
特
別
会
員
三
名
、
正
会

(
日
)

員
一

O
九
名
で
あ
る
。
う
ち
二
四
名
が
外
国
人
、
八
五
名
が
日
本
人
で
あ
る
。
さ
ら
に

外
国
人
の
内
訳
は
、

ア
ラ
ブ
人
五
名
、
ト
ル
コ
人
(
オ
ス
マ
ン
人
)

一
O
名
、
タ
タ

I

ル
人
一
名
、
イ
ン
ド
人
三
名
、
中
国
人
(
清
国
人
)
三
名
、
朝
鮮
人
一
名
、
某
国
人
一

名
で
あ
る
。
外
国
人
会
員
の
多
く
は
先
に
述
べ
た
評
議
員
と
重
複
し
て
い
る
が
、
会
員

で
あ
る
が
-
評
議
員
で
は
な
い
者
、
会
員
で
は
な
い
が
評
議
員
で
あ
る
者
も
見
受
け
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
は
彼
ら
の
亜
細
亜
義
会
と
の
関
わ
り
を
吟
味
す
る
上
で
重
要
な
情
報
で
あ

ろ、つ。以
後
の
会
員
数
の
増
加
の
推
移
は
、
第
二
回
が
三
三
名
(
う
ち
三
名
は
正
会
員
か
ら

特
別
会
員
へ
の
資
格
変
更
、
よ
っ
て
一
二

O
名
が
新
規
正
会
員
。
ま
た
そ
の
う
ち
の
三
名

が
外
国
人
)
、
第
三
回
が
正
会
員
二
七
名
(
う
ち
外
国
人
二
名
)
、
第
四
回
が
正
会
員
三

大
名
(
う
ち
外
国
人
一

O
名
)
、
第
五
聞
が
正
会
員
六
名
(
う
ち
外
国
人
三
名
)
、
第
六

回
が
正
会
員
一
一
一
名
(
う
ち
外
国
人
三
名
)

で
あ
る
。
第
二
回
に
は
、
明
治
期
の
植
民

地
主
義
活
動
家
と
し
て
名
高
い
井
上
雅
二
の
名
前
も
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら

全
般
に
会
員
の
増
加
の
割
合
は
高
く
な
い
。
こ
の
規
模
の
会
で
あ
れ
ば
、
機
関
誌
の
発

行
部
数
も
さ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
『
大
東
』
が
公
共
研
究

機
関
に
残
っ
て
い
な
い
の
も
無
理
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い

〈
会
員
で
は
あ
る
が
評
議
員
で
は
な
い
外
国
人
〉

ア
ラ
ブ
人

な
し

ト
ル
コ
人

ア
フ
メ
ト
・
ミ
ユ
ニ
ル
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
、

メ

ハ
サ
ン
・
フ
エ
ミ

1
、

フ
メ
ト
・
テ
ヴ
フ
ィ
ク
、
メ
ジ
ナ

亜
細
亜
義
会
機
関
誌
「
大
東
』
に
所
収
さ
れ
る
こ

O
世
紀
初
頭
の
日
本
に
お
け
る
イ
ス
ラ
l
ム
関
係
情
報

六
五



イ
ン
ド
人

ト
ラ
パ
リ
1

亜
細
亜
義
会
機
関
誌
「
大
東
』
に
所
収
さ
れ
る
二
O
世
紀
初
頭
の
日
本
に
お
け
る
イ
ス
ラ
1
ム
関
係
情
報

ムハムハ

中
国
人

母
恰
母
馬
西
、
天
賓
銭

〈
会
員
で
は
な
い
が
評
議
員
で
あ
る
外
国
人
〉

ア
ラ
ブ
人

ハ
ナ
フ
ィ
・
エ
フ
エ
ン
デ
イ

上
記
の
う
ち
、
メ
ジ
ナ
を
の
ぞ
く
ト
ル
コ
人
の
三
名
は
イ
ス
タ
ン
プ
ル
大
学
を
卒
業

の
後
、
一
九
一

O
年
一
二
月
に
日
本
の
大
学
で
学
ぶ
た
め
に
来
日
し
た
ば
か
り
留
学
生

(
初
)

で
あ
る
。

2
G
論
文
・
記
事

会
則
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
大
東
』
は
会
員
の
研
究
成
果
を
随
時
発
表

す
る
紀
要
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
雑
誌
で
あ
っ
た
。
対
象
は
イ
ス
ラ
1
ム
世
界
に
限

定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
毎
号
、
イ
ス
ラ
l
ム
関
係
に
関
す
る
様
々
な
論
文
・
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
学
術
的
な
も
の
か
ら
、
時
事
的
な
も
の
、
あ
る
い
は
地
誌
や

地
図
な
ど
啓
蒙
的
な
連
載
も
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
日
本
に
お
け
る
イ
ス
ラ
1
ム

研
究
の
先
駆
的
雑
誌
と
し
て
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
と
一
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

以
下
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
分
に
関
し
て
、
イ
ス
ラ
1
ム
関
係
の
論
文
・

記
事
を
著
者
別
に
示
す
(
た
だ
し
刊
行
年
は
略
す
る
。
第
四
年
が
一
九
一
一

(
明
治
四

四
)
年
刊
行
で
あ
り
、
第
五
年
が
一
九
一
一
一
(
明
治
四
五
)
年
刊
行
で
あ
る
)
。
本
来
、

全
体
の
中
で
イ
ス
ラ
l
ム
関
係
情
報
が
占
め
る
割
合
を
示
す
た
め
に
も
、
又
、
大
ア
ジ

ア
主
義
の
研
究
の
た
め
に
も
全
論
文
・
記
事
を
示
す
べ
き
で
あ
る
が
紙
面
の
都
合
上
、

イ
ス
ラ
1
ム
関
係
に
限
定
す
る
。

〈
外
国
人
の
論
文
・
記
事
〉

ア
ブ
デ
ユ
ル
レ
シ
ト
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム

*
「
本
曾
韓
鞄
評
議
員
イ
氏
の
書
簡
」
第
五
年
一
号
、
二
人
|
三
O
頁。

ア
フ
メ
ト
・
ミ
ユ
二
ル
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム

*
「
亜
細
亜
に
封
す
る
欧
羅
巴
の
不
安
に
就
き
」
第
四
年
四
号
、
二
六
二
八
頁
。

*
「
波
斯
に
於
け
る
露
西
亜
寄
薩
克
兵
の
蛮
行
」
第
四
年
五
号
、
二
五
二
六
頁
。

*
「
パ
ク
ダ
ッ
ト
鉄
道
と
独
逸
の
勝
利
」
第
四
年
六
号
、

一
O
l
一
一
頁
。

*
「
高
加
索
及
波
斯
談
」
第
四
年
一

O
号
、
九
ー
一
四
頁
。

*
「
土
耳
其
水
雷
艇
ト
カ
ド
号
艇
長
の
談
話
」
第
五
年
一
号
、

一八
i
一
一
一
頁
。

モ
ハ
メ
ッ
ド
・
パ
ラ
カ
卜
ッ
ラ
i

*
「
回
教
同
胞
主
義
」
第
四
年
四
号
、
三
五
|
一
二
六
頁
。

*
「
佳
賓
と
日
本
回
教
協
会
」
第
四
年
六
号
、
コ
一
八
四
O
頁。

*
「
日
本
に
於
け
る
回
教
惇
導
と
神
戸
の
回
教
徒
」
第
四
年
八
号
、
二
八
l
三
O
頁。

*
「
伊
土
関
係
の
裏
面
」
第
四
年
一
二
号
、

一
八
二
四
頁
。

ハ
サ
ン
・
フ
ェ
ミ
i

*
「
ア
ル
バ
ニ
ヤ
の
叛
乱
に
就
て
」
第
四
年
七
号
、
四
八
|
五

O
頁。

著
者
名
不
明
の
英
国
人
(
紅
洋
生
一
訳
)

*
「
メ
ッ
カ
巡
穂
記
」
第
四
年
八
号
、
五
二
|
五
五
頁
、
第
四
年
九
号
、
五
二
i
五
四

頁
、
第
四
年
一

O
号
、
五
四
五
六
頁
(
以
後
も
継
続
?
)
。

〈
日
本
人
の
論
文
・
記
事
〉

ア
ブ
l
・
パ
ク
ル

(
大
原
武
慶
)



*
「
清
園
に
於
け
る
回
教
」
第
四
年
二
号
、
三
五
三
九
頁
、
第
四
年
三
号
、
二
一
'BEts-

二
三
貰
、
第
四
年
六
号
、
一
二
四
l
三
人
頁
、
第
四
年
七
号
、
二
五
|
二
七
頁
、
第
四

年
八
号
、
六
八
|
七
O
頁
、
第
四
年
九
号
、
五
七
|
六
一
頁
、
第
四
年
一
O
号
、
五

八
l
六
O
頁
(
以
後
も
継
続
?
)
。

大
原
武
慶

*
「
世
界
に
於
け
る
回
々
一
教
」
第
四
年
二
号
、
一
五
i
一
七
頁
、
第
四
年
七
号
、

一
二
|

一
五
頁
、
第
四
年
八
号
、

一
O
|
一
一
一
頁
、
第
四
年
九
号
、
二
七
三
O
頁
、
第
四

年
一
O
号
、
三
五
!
三
七
頁
(
以
後
も
継
続
?
)
0

懸
文
夫

*
「
一
九
世
紀
初
葉
に
至
る
露
関
の
中
央
亜
細
亜
に
封
す
る
軍
事
及
外
交
」
第
四
年
六

号、

一
四
|
一
六
頁
、
第
四
年
七
号
、

一
六
l
二
O
頁
、
第
四
年
八
号
、
五
人
|
六

二
頁
、
第
四
年
九
号
、
四
九
!
五
二
貰
、
第
四
年
一
O
号
、
五
六
|
五
人
頁
、
第
四

年
一
一
号
、
一
二
四
三
九
頁
、
第
四
年
二
一
号
、
三
四
|
三
七
頁
、
第
五
年
一
号
、

二
一
|
二
五
頁
、
第
五
年
二
号
、

一
人
l
二
二
頁
、
第
五
年
三
号
、

一
八
二
二
頁

(
以
後
も
継
続
?
)
。

川
崎
泰

*
「
日
本
人
の
見
た
る
土
京
談
」
第
四
年
一
O
号
、

一
五
i
一
九
頁
。

天
心
生

*
「
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
洞
窟
入
り
と
霊
約
」
第
四
年
三
号
、
四
八
頁
。

中
井
生

*
「
ア
ル
パ
ニ
ヤ
の
叛
乱
に
就
て
」
第
四
年
八
号
、
二
回
|
二
六
頁
。

中
久
喜
信
周

*
「
支
那
回
教
徒
の
現
状
」
第
五
年
二
号
、
二
一
一
l
二
一
一
一
頁
。

波
多
野
鳥
峰

*
「
暗
中
の
飛
躍
|
日
本
に
於
け
る
回
教
惇
導
(
上
)
(
下
)
」
第
四
年
七
号
、
四
三
i

四
人
頁
、
第
四
年
八
号
、

一
五
l
二
O
頁。

*
「
軍
紀
と
回
教
」
第
四
年
九
号
、
二
五
l
二
九
頁
。

*
「
攻
撃
精
神
と
回
教
」
第
四
年
一
一
号
、
二
二
二
六
頁
。

*
「
イ
ス
ラ
ム

l
剣
の
宗
教
」
第
五
年
一
号
、
四
六
l
五
一
頁
。

*
「
五
ヶ
条
の
勅
諭
と
コ

1
ラ
ン
」
第
五
年
二
号
、
四
O
l
四
一
頁
。

無
懸
生

「
士
耳
其
斯
坦
通
信
」
第
四
年
九
号
、
三
八
四
一
頁
。

ハ
ッ
ジ
・
ウ
マ
ル
(
山
岡
光
太
郎
)

*
「
ア
ラ
ピ
ヤ
紀
行
」
第
四
年
三
号
、
五
四
五
六
頁
、
第
四
年
四
号
、
五
六
|
五
七

貰
、
第
四
年
六
号
、
三
O
|
三
二
頁
、
第
四
年
七
号
、
三
一
!
三
三
頁
、
第
四
年
一

O
号
、
四
六
|
四
八
頁
(
以
後
も
継
続
?
未
完
?
)
。

楽
山
人

*
「
亜
投
比
亜
小
誌
」
第
四
年
四
号
、
四
四
頁
、
第
四
年
五
号
、
五
四
|
五
五
頁
、
第

四
年
六
号
、
六
五
六
六
頁
。

*
「
亜
細
亜
土
耳
其
小
誌
」
第
四
年
六
号
、
六
六
頁
、
第
四
年
七
号
、
五
三
i
五
六
頁
。

〈
無
名
氏
の
論
文
・
記
事
〉

*
「
土
耳
其
斯
担
地
方
に
於
け
る
地
震
」
第
四
年
四
号
、
三
二
頁
。

*
「
鴫
呼
エ
ル
ト
グ
ロ

l
ル
号
」
第
四
年
九
号
、

一
頁
。

*
「
ト
リ
ポ
リ
事
情
」
第
四
年
一
二
号
、
五
五
|
五
七
頁
。

*
「
中
央
亜
細
亜
一
青
年
ツ
ル
ク
メ
ン
人
よ
り
の
書
簡
」
第
五
年
二
号
、
一
一
一
一
IB--
二
四
頁
。

亜
細
亜
義
会
機
関
誌
「
大
東
」
に
所
収
さ
れ
る
二
O
世
紀
初
頭
の
日
本
に
お
け
る
イ
ス
ラ
l
ム
関
係
情
報

ノ、
七



*
「
ト
リ
ポ
リ
戦
地
よ
り
の
通
信
」
第
五
年
二
号
、
ニ
四
|
二
五
頁
。

亜
細
亜
義
会
機
関
誌
『
大
東
』
に
所
収
さ
れ
る
二
O
世
紀
初
頭
の
日
本
に
お
け
る
イ
ス
ラ
l
ム
関
係
情
報

い
て
は
イ
ス
ラ
1
ム
世
界
で
の
活
動
に
つ
い
て
研
究
が
進
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、
日

〈
連
載
記
事
〉

*
「
土
耳
其
通
信
」
(
と
き
に
「
土
都
通
信
」
、
「
土
国
通
信
」
と
も
表
記
)
第
四
年
二

号
、
四
四
1

四
六
頁
、
第
四
年
三
号
、
五
八
頁
、
第
四
年
四
号
、
四
人
|
四
九
頁
、

第
四
年
五
号
、
四
九
|
五
O
頁
、
第
四
年
六
号
、
五
八
|
六
四
頁
、
第
四
年
七
号
、

五
O
i
五
二
頁
、
第
四
年
八
号
、
二
一
二
三
頁
。
第
四
年
一
一
号
、
三
O
三
一

頁
、
第
四
年
二
一
号
、
二
四
|
二
二
頁
、
第
五
年
二
号
、
二
五
|
二
人
頁
、
第
五
年

三
号
、
二
O
|
一
一
一
頁
、
第
五
年
四
号
、
二
七
|
三
五
頁
(
以
後
も
継
続
?
)
0

〈
そ
の
他
〉

*
地
図

*
写
真

*
エ
ル
ト
ゥ

l
ル
ル
号
事
件
関
連
記
事
な
ど
(
第
四
年
九
号
は
エ
ル
ト
ゥ
l
ル
ル
号
事

件
の
二
O
年
祭
の
特
集
が
組
ま
れ
、
碑
文
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
関
連
記
事
が
付

せ
ら
れ
て
い
る
。
雑
誌
が
同
事
件
の
特
集
を
組
ん
だ
も
の
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
。
)

外
国
人
の
論
文
・
記
事
の
中
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
の
記
名
論
文

が
一
篇
し
か
所
収
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
論
文
も
、
亜
細
亜
義
会
宛
に
宛

て
ら
れ
た
手
紙
の
訳
出
に
過
ぎ
な
い
。
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
自
身
は
亜
細
亜
義
会
と
は
彼
自
身

の
訪
日
が
契
機
と
な
っ
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
、
評
議
員
と
し
て
の
役
職

に
就
い
て
は
い
た
も
の
の
、
日
本
を
離
れ
オ
ス
マ
ン
朝
の
イ
ス
タ
ン
プ
ル
在
住
の
身
と

し
て
は
、
会
に
与
え
る
影
響
力
は
低
下
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
に
つ

六
人

本
で
の
活
動
お
よ
び
位
置
づ
け
が
研
究
途
上
に
あ
る
だ
け
に
『
大
東
』
は
興
味
深
い
情

報
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。
『
大
東
』
に
お
け
る
執
筆
活
動
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の

は
、
む
し
ろ
日
本
に
お
い
て
パ
ン
・
イ
ス
ラ
1
ム
主
義
活
動
を
展
開
し
て
い
た
イ
ン
ド

人
の
パ
ラ
カ
ッ
ト
ラ
l
、
お
よ
び
日
本
に
留
学
し
て
き
た
ミ
ユ
ニ
ル
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
で

あ
る
。
特
に
パ
ラ
カ
ッ
ト
ラ
1
の
記
事
は
二
O
世
紀
初
頭
の
日
本
在
住
の
外
国
人
イ
ス

ラ
1
ム
教
徒
た
ち
に
よ
る
日
本
に
お
け
る
イ
ス
ラ
1
ム
教
弘
布
の
実
態
の
一
端
を
示
し

て
く
れ
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
彼
ら
が
「
日
本
回
教
協
会
(
司
尼

E
白
甲

目
。
〉
曲
目
。
♀
凶
民
。
ロ
え
』
告
白
ロ
)
」
な
る
組
織
を
結
成
し
て
亜
細
亜
義
会
と
提
携
し
て
い
た

事
実
は
興
味
深
い
。
以
上
の
よ
う
に
外
国
人
の
論
文
・
記
事
の
占
め
る
割
合
が
比
較
的

高
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、
全
て
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
、
原
語
で
掲
載
さ
れ
る
も
の

は
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
海
外
へ
の
配
布
を
考
え
て
い
た
の
な
ら
ば
問
題
が
残
る
方
針

で
あ
ろ
う
。

日
本
人
の
論
文
・
記
事
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
、
第
一
に
会
の
中
心
人
物
で
あ
る
、

大
原
武
慶
で
あ
る
。
彼
は
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
と
の
交
流
の
中
で
、
イ
ス
ラ
1
ム
教
徒
に
改
宗

し
、
自
ら
望
ん
で
第
二
代
正
統

(
幻
)

カ
リ
フ
の
名
前
で
あ
る
「
ア
ブ
l
・
パ
ク
ル
」
を
名
乗
っ
た
。
上
記
の
よ
う
に
大
原
は

(
ど
の
程
度
の
改
宗
で
あ
っ
た
か
は
疑
問
が
残
る
が
)

ア
ブ
1
・
パ
ク
ル
名
義
で
中
国
に
お
け
る
イ
ス
ラ
l
ム
の
実
態
、
本
名
で
世
界
の
イ
ス

ラ
l
ム
の
実
態
を
連
載
し
て
い
る
。
そ
の
分
量
か
ら
見
て
も
『
大
東
』
に
お
け
る
中
心

的
な
連
載
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
大
原
に
つ
い
で
イ
ス
ラ
l
ム
教
徒
に

改
宗
し
て
「
ウ
マ
ル
」
を
名
乗
っ
た
情
報
将
校
の
山
岡
光
太
郎
の
メ
ッ
カ
巡
礼
記
が
連

(
幻
)

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
し
た
い
。
山
岡
は
イ
ス
ラ
1
ム
教
徒
に
改
宗
す
る
と
、
す

ぐ
に
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
の
助
け
を
受
け
て
、

一
九
O
九
一
O

(
明
治
四
二
!
四
三
)
年
に



日
本
人
と
し
て
初
の
メ
ッ
カ
巡
礼
を
果
た
し
た
。
山
岡
は
そ
の
時
の
記
録
を
『
世
界
の

神
秘
ア
ラ
ビ
ヤ
縦
断
記
』
と
題
す
る
本
と
し
て
一
九
一
二
(
明
治
四
五
)
年
七
月
に
東

京
の
東
張
堂
書
房
か
ら
刊
行
し
た
。
し
か
し
、
上
記
の
よ
う
に
山
間
は
こ
の
自
著
の
刊

行
以
前
に
『
大
東
』
誌
上
に
お
い
て
、
分
量
と
し
て
は
単
行
本
に
は
遠
く
及
ば
な
い
が
、

少
な
く
と
も
三
回
に
わ
た
り
巡
礼
記
の
連
載
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
連
載
は
次
回

完
結
を
う
た
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
し
か
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
な
い
が
、

単
行
本
の
習
作
あ
る
い
は
短
縮
版
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
異

(
幻
)

彩
を
放
つ
存
在
と
し
て
波
多
野
烏
蜂
の
論
文
が
あ
げ
ら
れ
る
。
波
多
野
の
特
異
な
イ
ス

ラ
1
ム
理
解
と
イ
ス
ラ
l
ム
と
大
ア
ジ
ア
主
義
と
を
結
び
つ
け
る
姿
勢
は
『
大
東
』
所

収
の
論
文
か
ら
も
充
分
に
う
か
が
え
る
。

連
載
記
事
と
し
て
注
目
し
た
い
の
は
「
土
耳
其
通
信
」
で
あ
る
。
ほ
ぽ
全
号
に
お
い

て
掲
載
さ
れ
る
こ
の
連
載
記
事
は
当
時
の
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
の
盟
主
た
る
オ
ス
マ
ン
朝

を
通
じ
て
の
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
情
報
を
掲
載
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
情
報
は
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
発
で
あ
り
、
現
地
の
新
聞
の
抄
訳
を
載
せ
た
り
も
し
て
い
る
。
情
報
源
と
し
て
は

イ
ブ
ラ
ヒ
ム
お
よ
び
彼
に
近
し
き
人
々
が
想
定
さ
れ
る
。

(
四
)
内
外
摘
要
・
会
報
・
日
誌
な
ど

巻
末
に
は
毎
号
、
内
事
摘
要
・
外
事
摘
要
と
し
て
内
外
の
ニ
ュ
ー
ス
が
ま
と
め
ら
れ

る
。
つ
い
で
「
大
東
日
誌
」
の
標
題
の
も
と
皇
室
の
活
動
が
記
さ
れ
る
。

ほ
ぽ
毎
号
、
巻
末
に
付
せ
ら
れ
る
会
報
・
日
誌
は
亜
細
亜
義
会
の
活
動
内
容
を
知
る

上
で
第
一
級
の
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
会
の
創
設
に
関
し
て

も
、
こ
こ
に
依
拠
し
た
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
分
だ
け
で
は
一
九
一

O
(明
治

四
一
二
)
年
末
か
ら
約
一
年
半
の
動
向
し
か
わ
か
り
得
な
い
が
、
今
後
に
『
大
東
』
全
号

が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
亜
細
亜
義
会
の
全
貌
が
こ
こ
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。
現
在
、
入
手
中
の
一
五
号
分
で
も
、
前
述
の
よ
う
に
会
の
創
設
(
な
い

し
は
公
的
組
織
へ
の
衣
替
え
)
時
に
お
け
る
事
情
が
分
か
っ
た
。
ま
た
パ
ラ
カ
ト
ッ
ラ
1

を
は
じ
め
と
し
て
在
日
外
国
人
イ
ス
ラ
1
ム
教
徒
た
ち
が
頻
繁
に
会
の
事
務
局
を
訪
問

し
て
い
る
事
実
が
う
か
が
え
る
。
残
念
な
が
ら
、
そ
う
し
た
会
合
の
内
容
ま
で
は
記
載

さ
れ
て
い
な
い
が
、
際
め
て
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。

巻
末
に
、
亜
細
亜
義
会
に
寄
贈
さ
れ
た
新
刊
雑
誌
・
新
聞
の
一
覧
が
付
せ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
オ
ス
マ
ン
朝
か
ら
も
複
数
の
新
聞
・
雑
誌
が
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

恐
ら
く
は
外
国
人
会
員
の
助
け
を
受
け
て
、
そ
の
情
報
が
必
要
に
応
じ
て
記
事
に
反
映

さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
.
お
わ
り
に

本
稿
に
お
い
て
示
し
て
き
た
よ
う
に
、
亜
細
亜
義
会
の
機
関
誌
『
大
東
」
は
二

O
世

紀
初
頭
あ
る
い
は
明
治
末
期
に
お
け
る
日
本
と
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
と
の
関
係
を
解
明
す

る
上
で
第
一
級
の
史
料
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
単
に
日
本
と
イ

ス
ラ
l
ム
世
界
と
の
交
流
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
の
中
で
形
成
さ
れ
て
き
た
ナ
シ
ヨ

ナ
リ
ズ
ム
の
形
態
、
と
り
わ
け
大
ア
ジ
ア
主
義
や
国
粋
主
義
と
い
う
概
念
で
表
象
さ
れ

て
い
る
日
本
社
会
固
有
の
思
想
を
理
解
す
る
上
に
お
い
て
も
極
め
て
有
益
な
史
料
と
な

り
う
る
も
の
で
あ
る
。

残
念
・
な
が
ら
、
「
大
東
』
全
号
の
所
在
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
大
学
や
研
究

所
な
ど
日
本
の
公
的
機
関
に
は
所
在
が
確
認
で
き
な
い
現
状
で
あ
る
が
、
早
稲
田
大
学

中
央
図
書
館
の
所
蔵
の
よ
う
に
、
今
後
の
図
書
情
報
整
理
の
機
械
化
の
進
展
に
よ
っ
て

新
た
に
発
掘
さ
れ
る
可
能
性
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に

N
A
C
S
I
S
の

更
細
亜
義
会
機
関
誌
「
大
東
』
に
所
収
さ
れ
る
二
O
世
紀
初
頭
の
日
本
に
お
け
る
イ
ス
ラ
l
ム
関
係
情
報

六
九



対
象
外
と
な
っ
て
い
る
公
共
図
書
館
、
民
間
の
図
書
館
・
研
究
所
、
個
人
蔵
書
か
ら
発

亜
細
亜
義
会
機
関
誌
「
大
東
』
に
所
収
さ
れ
る
二

O
世
紀
初
頭
の
日
本
に
お
け
る
イ
ス
ラ
l
ム
関
係
情
報

七。

見
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
加
え
れ
ば
、
亜
細
亜
義
会
の
性
質
上
、
『
大
東
』
は
日
本
国

内
に
留
ま
ら
ず
、
海
外
に
も
配
布
さ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
ま
た
第
二
次
世
界
大
戦

後
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
日
本
占
領
下
時
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
大
ア
ジ
ア
主
義
関
連
の

史
料
が
海
外
に
持
ち
出
さ
れ
た
事
例
も
多
い
。
海
外
に
お
い
て
も
探
索
が
必
要
と
な
っ

て
こ
よ
、
っ
。

そ
し
て
史
料
と
し
て

「
大
東
」
全
号
の
所
在
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
様
々
な
他
の
史
料

と
付
き
合
わ
せ
た
史
料
分
析
に
よ
り
、
亜
細
亜
義
会
の
全
貌
ば
か
り
か
、
明
治
期
に
お

け
る
日
本
と
イ
ス
ラ

l
ム
世
界
の
交
流
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う
。
本
稿
は
い
わ

ば
研
究
途
上
の
史
料
紹
介
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
が
、
史
料
の
重
要
性
を
認
識
し
、
史

料
発
掘
を
提
唱
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
途
中
経
過
を
示
し
た
。
研
究
の
不
充
分
さ
に
つ

い
て
は
筆
者
本
人
も
認
識
し
て
お
り
、
読
者
の
御
寛
恕
を
賜
り
た
い
。

最
後
に
、
本
稿
で
は
『
大
東
』
を
取
り
上
げ
た
が
、
同
様
に
歴
史
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ

(M) 

た
貴
重
な
史
料
は
他
に
も
あ
る
。
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
と
イ
ス
ラ

l
ム
世
界

と
の
交
流
が
学
問
的
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
史
料
の
発
掘
と
分
析
に
基

づ
く
客
観
的
な
実
態
の
解
明
を
目
指
す
た
め
に
も
、
基
本
的
作
業
と
し
て
こ
の
よ
う
な

重
要
な
史
料
の
発
掘
を
進
め
な
が
ら
、
今
後
の
研
究
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

註

(
1
)
例
え
ば
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
小
村
不
二
男
「
日
本
イ
ス
ラ

l
ム
史
』
日
本

イ
ス
ラ
l
ム
友
好
連
盟
、
一
九
八
八
年
。
同
書
の
有
す
る
価
値
を
全
て
否
定
す
る
も
の

で
は
な
い
が
、
例
え
ば
何
の
確
証
な
し
に
山
田
寅
次
郎
が
イ
ス
ラ
l
ム
教
徒
で
あ
っ
た

と
断
言
す
る
記
述
な
ど
を
見
る
と
、
同
書
の
記
述
内
容
に
関
す
る
史
料
に
基
づ
く
再
検

証
が
必
要
で
あ
る
と
断
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。
(
山
田
寅
次
郎
が
イ
ス
ラ

l
ム
教
徒
で
あ
っ

た
か
ど
う
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
オ
ス
マ
ン
朝
と

B
本
の
関
係
(
一
)
」
『
イ

ス
ラ

l
ム
社
会
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
と
非
ム
ス
リ
ム
の
政
治
対
立
と
文
化
摩
擦
に
関
す

る
比
較
研
究
』
[
札
幌
一
北
海
道
大
学
]
、
二

O
O
一
年
、
一
一
二
三
ー
ー
四
頁
)
。

(
2
)
何
よ
り
研
究
史
上
の
分
岐
点
を
形
成
す
る
画
期
的
な
研
究
と
し
て
、
杉
田
英
明
「
日
本

人
の
中
東
発
見
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
が
特
筆
さ
れ
る
。
本
書
に
よ
っ
て

研
究
が
立
ち
遅
れ
て
い
た
日
本
と
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
と
の
交
流
に
関
す
る
学
術
的
研
究

が
開
始
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
も
刺
激
し
て
、
田
淳
拓
也

「
ム
ス
リ
ム
・
ニ
ッ
ポ
ン
』
小
学
館
、
一
九
九
八
年
の
よ
う
な
書
物
も
現
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
同
書
は
、
小
村
、
前
掲
書
な
ど
既
存
の
出
版
物
に
依
拠
し
な
が
ら
状
況
を
再

構
成
す
る
に
と
ど
ま
り
、
再
認
証
も
不
充
分
で
、
新
事
実
・
新
資
料
の
提
示
も
な
い
。

(
3
)
ア
ブ
デ
ユ
ル
レ
シ
ト
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
(
小
松
香
織
・
小
松
久
男
訳
)
『
ジ
ヤ
ボ
ン
ヤ
』
第

三
書
館
、
一
九
九
一
年
。
原
著
は
オ
ス
マ
ン
語
(
ア
ラ
ビ
ア
文
字
で
表
記
さ
れ
る
古
典

ト
ル
コ
一
語
)
で
記
さ
れ
て
、
全
二
巻
か
ら
な
る
浩
翰
な
も
の
で
あ
る
o
k
r
σ
【
阻
止

3
8広
g'

EVE-hh何事軸

E
6
s
s
E宮昌也色、号

hashH2
勘
定
遺
言
F

N

4

0

F
・
富
田
口

σz-・

5
N∞
・
出
口
出
(
Z
S・
筆
者
も
オ
ス
マ
ン
語
原
著
を
所
蔵
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
訳
本
と

の
比
較
対
照
の
上
、
訳
本
は
問
題
な
い
ば
か
り
か
、
訳
者
に
よ
っ
て
有
益
な
訳
注
が
付

せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
以
後
、
本
稿
に
お
い
て
は
訳
本
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

(
4
)
イ
プ
ラ
ヒ
ム
の
生
涯
、
お
よ
び
日
本
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
イ
ブ
ラ
ヒ
ム

『
ジ
ヤ
ボ
ン
ヤ
』
一
|
四
、
四

O
五
|
一

O
頁
、
坂
本
勉
「
山
岡
光
太
郎
の
メ
ッ
カ
巡

礼
と
ア
ブ
デ
ユ
ル
レ
シ
ト
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
」
「
近
代
日
本
と
ト
ル
コ
世
界
』
(
池
井
優
・

坂
本
勉
編
)
頚
草
書
房
、
一
九
九
九
年
、
一
七
一
一
八
四
頁
を
参
照
。

(
5
)
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
中
岡
三
益
「
外
務
省
御
用
掛
吉
田
正
春
波
斯
渡
航
一
件
」
『
三
笠

宮
殿
下
古
稀
記
念
オ
リ
エ
ン
ト
学
論
集
』
小
学
館
、
一
九
八
五
年
、
一
一
二
一

i
一
一
二
三

頁
、
岡
崎
正
孝
「
明
治
の
日
本
と
イ
ラ
ン
」
『
大
阪
外
国
語
大
学
学
報
』
七
O

ゴ一、一

九
八
五
年
、
七
一
ー
ー
八
六
頁
を
参
照
。

(
6
)
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
小
松
香
織
「
ア
ブ
デ
ユ
ル
・
ハ
ミ
ト
二
世
と
一
九
世
紀
末
の
オ

ス
マ
ン
帝
国
」
『
史
学
雑
誌
』
九
八
l
九
、
一
九
八
九
年
、
四
O

八
二
頁
拙
稿
「
一
八

九
O
年
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
朝
へ
の
日
本
軍
艦
比
叡
・
金
測
の
派
遣
」
「
東
洋
大
学
社
会

学
部
紀
要
』
一
二
九
i
二
、
二

O
O
二
年
、
五
五
七
八
頁
を
参
照
。

(
7
)
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
、
前
掲
書
、
二
六
四
二
六
八
、
二
二
四
三
二

O
、
三
六
一
!
コ
一
六
三



頁
な
ど
。

(
8
)
坂
本
、
前
掲
論
文
、
一
七
人
頁
。
し
か
し
な
が
ら
本
稿
で
紹
介
す
る
機
関
誌
『
大
東
』

の
よ
う
に
亜
細
亜
義
会
に
関
す
る
新
史
料
発
掘
の
余
地
は
ま
だ
充
分
あ
る
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。

(
9
)
例
え
ば
、
日
本
の
イ
ス
ラ

l
ム
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
網
縫
的
目
録
で
あ
る
、
ユ
ネ

ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
(
編
)
「
日
本
に
お
け
る
中
央
ア
ジ
ア
関
係
研
究
文

献
目
録
二
八
七
九
年
1

一
九
八
七
年
三
月
』
全
二
冊
、
ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
八

l
八
九
年
、
向
『
日
本
に
お
け
る
中
東
・
イ
ス
ラ

1
ム
研
究

文
献
目
録
一
一
八
六
八
年
一
九
八
八
年
』
全
二
冊
、
ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
二
年
に
お
い
て
「
大
東
」
は
収
録
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

(
叩
)
現
在
で
は
、
所
蔵
カ

1
ド
だ
け
は
な
く
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ

1
ジ
上
に

お
い
て
同
図
書
館
の
電
子
検
索
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

W
I
N
E検
索
に
よ
り
所
蔵
を
確
認

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
(
伊
丹
膏
豆

5
・
喜
一
塁
湾

E
・
R-
写
)
。
筆
者
の
発
見
当
時
に

比
べ
れ
ば
検
索
の
可
能
性
は
飛
躍
的
に
増
大
し
た
が
、

N
A
C
S
I
S
へ
の
未
登
録
状

況
に
変
化
は
な
い
。

(
日
)
し
か
し
、
そ
う
し
た
図
書
・
雑
誌
に
は
大
日
本
田
教
協
会
の
所
蔵
印
が
捺
印
さ
れ
て
い

る
。
「
大
東
』
に
は
そ
う
し
た
所
蔵
印
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
別
経
路
で
所
蔵
に
至
っ
た

こ
と
も
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。

(
ロ
)
『
大
東
』
第
四
年
二
号
、
一
九
一
一
年
、
五

O
頁。

(
日
)
向
上
、
五

O
l五
一
頁
。

(
日
)
「
大
東
」
第
四
年
三
号
、
一
九
一
一
年
、
六
四
|
六
五
頁
。

(
日
)
「
大
東
』
第
四
年
四
号
、
一
九
一
一
年
、
五
七
|
五
八
頁
。

(
日
)
「
大
東
』
第
四
年
七
号
、
一
九
一
一
年
、
六
二
頁
。

(
げ
)
「
大
東
』
第
四
年
二
号
、
一
九
一
一
年
、
五

O
頁。

(
時
)
坂
本
、
前
掲
論
文
、
一
八
一

l
ニ
頁
。

(
印
)
『
大
東
』
第
四
年
一
一
一
号
、
一
九
一
一
年
、
六
五
|
六
七
頁
。

(
却
)
「
大
東
』
第
四
年
二
号
、
一
九
一
一
年
、
五
一
頁
。
研
究
さ
れ
て
い
な
い
が
、
恐
ら
く

彼
ら
は
イ
ス
ラ

l
ム
世
界
か
ら
日
本
へ
留
学
し
て
き
た
初
め
て
の
留
学
生
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
。

(
幻
)
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
、
前
掲
書
、
一
一
二
八
頁
。

(
包
)
山
岡
光
太
郎
と
彼
の
メ
ッ
カ
巡
礼
に
つ
い
て
は
、
坂
本
、
前
掲
論
文
参
照
の
こ
と
。

(
お
)
波
多
野
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
、
エ
ル
・
モ
ス
タ
フ
ァ
・
レ
ズ
ラ
ジ
ィ
「
大
亜
細

更
主
義
と
日
本
イ
ス
ラ

1
ム
教
1

波
多
野
烏
峰
の
「
諜
報
か
ら
イ
ス
ラ

1
ム
」
へ
の
旅
」

『
日
本
中
東
学
会
年
報
』
一
一
一
、
一
九
九
七
年
、
八
九
|
一
二
一
頁
を
参
照
。
レ
ズ
ラ

ジ
ィ
氏
は
波
多
野
の
遺
族
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
波
多
野
の
著
作
を
紹
介
し
て

い
る
が
、
『
大
東
』
所
収
論
文
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
逸
脱
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
レ
ズ

ラ
ジ
ィ
氏
は
波
多
野
を
典
型
的
な
大
ア
ジ
ア
主
義
者
と
し
て
位
置
づ
け
る
が
、
そ
の
根

拠
を
は
っ
き
り
と
は
提
示
し
て
い
な
い
。
波
多
野
は
亜
細
亜
義
会
の
首
脳
部
に
は
な
り

え
な
か
っ
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
独
自
の
活
動
は
亜
細
亜
義
会
の
活
動
と
も
一
線
を
闘

し
て
い
る
。
当
時
の
イ
ス
ラ
l
ム
に
接
近
し
て
い
た
日
本
の
大
ア
ジ
ア
主
義
者
た
ち
に

対
し
て
彼
が
有
し
て
い
た
影
響
力
に
関
し
て
は
疑
問
が
残
る
が
、
そ
の
特
異
な
思
想
は

一
考
に
値
す
る
。

(
M
)
例
え
ば
、
本
稿
に
も
登
場
し
た
バ
ラ
カ
ト
ッ
ラ

l
は
、
一
九
O
九
年
か
ら
一
九
一
四
年

は
じ
め
ま
で
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
が
、
こ
の
間
に
彼
が
刊
行
し
て
い
た
吋
を
』
W
E
S号

、
『
む
な
還
を
に
関
し
て
も
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
レ
ズ
ラ
ジ
ィ
氏
は
そ
の
一
部

を
波
多
野
の
遺
族
よ
り
提
供
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
が
、
同
誌
の
全
貌
は
不
明
で
あ
る

(
レ
ズ
ラ
ジ
ィ
、
前
掲
論
文
、
九
二
頁
)

0
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